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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】仲介サービスを介して人間関係を拡張すること
ができる端末機及びその動作方法を提供する。
【解決手段】仲介サービスの利用者の端末機２１０は、
複数の端末機から複数のプロフィール情報を受信する通
信インターフェースと、複数のプロフィール情報のうち
特定のプロフィール情報に基づいて端末機の使用者によ
って生成された第１信号を受信する入出力インターフェ
ース及び端末機が特定のプロフィール情報を提供した端
末機から第２信号を受信した履歴があるか確認し、確認
結果に応じて端末機が特定のプロフィール情報を提供し
た端末機に映像通話発信を試みるプロセッサと、を含む
。入出力インターフェースは、映像通話発信後、映像通
話待機時間の間に特定のプロフィール情報及び映像通話
待機時間を表示する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末機が前記端末機を除いた複数の端末機から複数のプロフィール情報を受信する段階
と、
　前記複数のプロフィール情報のうち特定のプロフィール情報に基づいて前記端末機の使
用者によって生成された第１信号を送信する段階と、
　前記端末機が前記特定のプロフィール情報を提供した端末機から第２信号を受信した履
歴があるか確認する段階と、
　前記確認結果に応じて前記端末機が前記特定のプロフィール情報を提供した端末機に映
像通話発信を試みる段階、及び
　前記映像通話発信後、映像通話待機時間の間に前記特定のプロフィール情報及び映像通
話待機時間が表示される段階を含む端末機の動作方法。
【請求項２】
　前記端末機の使用者は第１性別であり、前記複数の端末機の使用者は第２性別である請
求項１に記載の端末機の動作方法。
【請求項３】
　前記映像通話待機時間の間に前記特定のプロフィール情報及び前記映像通話待機時間が
表示される段階は、
　前記映像通話待機時間を順次的にカウントダウンする画面を表示する請求項１に記載の
端末機の動作方法。
【請求項４】
　前記映像通話待機時間が終了するまで、前記特定のプロフィールを提供した端末機が映
像通話を受信しなかった場合、前記端末機の使用者に前記特定のプロフィールを提供した
端末機にメッセージを送ることができるようにメッセージウィンドウが表示される段階を
さらに含む請求項１に記載の端末機の動作方法。
【請求項５】
　前記映像通話待機時間中に前記特定のプロフィールを提供した端末機が映像通話の受信
を拒否する場合、前記端末機の使用者に前記特定のプロフィールを提供した端末機にメッ
セージを送ることができるようにメッセージウィンドウが表示される段階をさらに含む請
求項１に記載の端末機の動作方法。
【請求項６】
　前記特定のプロフィール情報は、前記特定のプロフィール情報を提供した端末機の使用
者の写真、趣味情報、ニックネーム（ｎｉｃｋｎａｍｅ）情報、身長情報、生年月日情報
、性別情報、居住地域情報、学校情報及び映像のうちの少なくとも１つ以上を含む請求項
１に記載の端末機の動作方法。
【請求項７】
　前記第１信号は、前記特定のプロフィール情報に対する好感信号であり、前記第２信号
は、前記端末機のプロフィール情報に対する好感信号である請求項１に記載の端末機の動
作方法。
【請求項８】
　請求項１～請求項７のうちのいずれか１つに係る方法を行うためのプログラムが記録さ
れたコンピュータ判読可能な記録媒体。
【請求項９】
　複数の端末機から複数のプロフィール情報を受信する通信インターフェースと、
　前記複数のプロフィール情報のうち特定のプロフィール情報に基づいて前記端末機の使
用者によって生成された第１信号を受信する入出力インターフェース、及び
　前記端末機が前記特定のプロフィール情報を提供した端末機から第２信号を受信した履
歴があるか確認し、前記確認結果に応じて前記端末機が前記特定のプロフィール情報を提
供した端末機に映像通話発信を試みるプロセッサを含み、
　前記入出力インターフェースは、前記映像通話発信後、映像通話待機時間の間に前記特
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定のプロフィール情報及び映像通話待機時間を表示する端末機。
【請求項１０】
　前記端末機の使用者は第１性別であり、前記複数の端末機の使用者は第２性別である請
求項９に記載の端末機。
【請求項１１】
　前記入出力インターフェースは、前記映像通話待機時間を順次的にカウントダウンする
画面を表示する請求項９に記載の端末機。
【請求項１２】
　前記入出力インターフェースは、前記映像通話待機時間が終了するまで、前記特定のプ
ロフィールを提供した端末機が映像通話を受信しなかった場合、前記端末機の使用者に前
記特定のプロフィールを提供した端末機にメッセージを送ることができるようにメッセー
ジウィンドウを表示する請求項９に記載の端末機。
【請求項１３】
　前記入出力インターフェースは、前記映像通話待機時間中に前記特定のプロフィールを
提供した端末機が映像通話の受信を拒否する場合、前記端末機の使用者に前記特定のプロ
フィールを提供した端末機にメッセージを送ることができるようにメッセージウィンドウ
を表示する請求項９に記載の端末機。
【請求項１４】
　前記特定のプロフィール情報は、前記特定のプロフィール情報を提供した端末機の使用
者の写真、趣味情報、ニックネーム（ｎｉｃｋｎａｍｅ）情報、身長情報、生年月日情報
、性別情報、居住地域情報、学校情報及び映像のうちの少なくとも１つ以上を含む請求項
９に記載の端末機。
【請求項１５】
　前記第１信号は、前記特定のプロフィール情報に対する好感信号であり、前記第２信号
は、前記端末機のプロフィール情報に対する好感信号である請求項９に記載の端末機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　記載された実施形態は、相手方とより効果的にマッチングすることができる端末機及び
それの動作方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術が発展し、電子装置が小型化するに伴い、手軽に携帯することができる端末機
が一般消費者に広く普及している。特に最近では、スマートフォンまたはスマートタブレ
ットのような携帯用端末機が広く普及している。ほとんどの端末機は、通信機能を含んで
いる。使用者は、端末機を用いてインターネットで検索を行ったり、他の使用者とメッセ
ージを送受信することができる。
【０００３】
　使用者及び他の使用者は、互いにすでに知っている関係であることもあり、互いに知ら
ない関係であることもある。使用者の端末機は、他の使用者の端末機を含む複数の端末機
と連結されることができる。使用者及び他の使用者は端末機によって互いにメッセージを
送受信することができる。複数の端末機中で使用者の端末機及び他の使用者の端末機は互
いにマッチすることができる。使用者及び他の使用者が互いに知らない関係である場合に
も、端末機によって互いにメッセージを送受信したり、映像通話を行うことができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　記載された実施形態によれば、効果的に互いにマッチすることができる端末機及びそれ
の動作方法が提供されることができる。
【０００５】
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　また、実施形態によれば、仲介サービスを介して人間関係を拡張することができる端末
機及びそれの動作方法が提供されることができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態に係る端末機の動作方法は、端末機が端末機を除いた複数の端末機か
ら複数のプロフィール情報を受信する段階と、複数のプロフィール情報のうち特定のプロ
フィール情報に基づいて端末機の使用者によって生成された第１信号を送信する段階と、
端末機が特定のプロフィール情報を提供した端末機から第２信号を受信した履歴があるか
確認する段階と、確認結果に応じて端末機が特定のプロフィール情報を提供した端末機に
映像通話発信を試みる段階、及び映像通話発信後、映像通話待機時間の間に特定のプロフ
ィール情報及び映像通話待機時間が表示される段階を含むことができる。
【０００７】
　または、端末機の使用者は第１性別であり、複数の端末機の使用者は第２性別であり得
る。
【０００８】
　または、映像通話待機時間の間に特定のプロフィール情報及び映像通話待機時間が表示
される段階は、映像通話待機時間を順次的にカウントダウンする画面を表示することがで
きる。
【０００９】
　または、映像通話待機時間が終了するまで、特定のプロフィールを提供した端末機が映
像通話を受信しなかった場合、端末機の使用者に特定のプロフィールを提供した端末機に
メッセージを送ることができるようにメッセージウィンドウが表示されることができる。
【００１０】
　または、映像通話待機時間中に特定のプロフィールを提供した端末機が映像通話の受信
を拒否する場合、端末機の使用者に特定のプロフィールを提供した端末機にメッセージを
送ることができるようにメッセージウィンドウが表示されることができる。
【００１１】
　または、特定のプロフィール情報は、特定のプロフィール情報を提供した端末機の使用
者の写真、趣味情報、ニックネーム（ｎｉｃｋｎａｍｅ）情報、身長情報、生年月日情報
、性別情報、居住地域情報、学校情報及び映像のうちの少なくとも１つ以上を含むことが
できる。
【００１２】
　または、第１信号は、特定のプロフィール情報に対する好感信号であり、第２信号は、
端末機のプロフィール情報に対する好感信号であることができる。
【００１３】
　本発明の実施形態に係る端末機は、複数の端末機から複数のプロフィール情報を受信す
る通信インターフェースと、複数のプロフィール情報のうち特定のプロフィール情報に基
づいて端末機の使用者によって生成された第１信号を受信する入出力インターフェース、
及び端末機が特定のプロフィール情報を提供した端末機から第２信号を受信した履歴があ
るか確認し、確認結果に応じて端末機が特定のプロフィール情報を提供した端末機に映像
通話発信を試みるプロセッサを含み、入出力インターフェースは、映像通話発信後、映像
通話待機時間の間に特定のプロフィール情報及び映像通話待機時間を表示することができ
る。
【００１４】
　または、端末機の使用者は第１性別であり、複数の端末機の使用者は第２性別であり得
る。
【００１５】
　または、入出力インターフェースは、映像通話待機時間を順次的にカウントダウンする
画面を表示することができる。
【００１６】
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　または、入出力インターフェースは、映像通話待機時間が終了するまで、特定のプロフ
ィールを提供した端末機が映像通話を受信しなかった場合、端末機の使用者に特定のプロ
フィールを提供した端末機にメッセージを送ることができるようにメッセージウィンドウ
を表示することができる。
【００１７】
　または、入出力インターフェースは、映像通話待機時間中に特定のプロフィールを提供
した端末機が映像通話の受信を拒否する場合、端末機の使用者に特定のプロフィールを提
供した端末機にメッセージを送ることができるようにメッセージウィンドウを表示するこ
とができる。
【００１８】
　または、特定のプロフィール情報は、特定のプロフィール情報を提供した端末機の使用
者の写真、趣味情報、ニックネーム（ｎｉｃｋｎａｍｅ）情報、身長情報、生年月日情報
、性別情報、居住地域情報、学校情報及び映像のうちの少なくとも１つ以上を含むことが
できる。
【００１９】
　または、第１信号は、特定のプロフィール情報に対する好感信号であり、第２信号は、
端末機のプロフィール情報に対する好感信号であることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　記載された実施形態によれば、端末機の使用者は、より効果的に互いにマッチすること
ができる。
【００２１】
　また、実施形態によれば、仲介サービスを介して端末機の使用者は、人間関係を拡張す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施形態に係るサーバが動作するサーバシステムの環境を示すネットワ
ーク構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係る端末機の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施形態に係る相手方のプロフィール情報を端末機にディスプレイする
方法を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係る端末機の映像通話待機画面を示す図である。
【図５】本発明の他の実施形態に係る端末機の映像通話待機画面を示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係る映像通話が成立していないとき、端末機に表示される画
面を示す図である。
【図７】本発明の実施形態に係る端末機の動作方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の利点及び特徴、そしてそれを達成する方法は、添付した図面と共に詳細に後述
されている実施形態を参照すれば明確になる。しかし、本発明は、以下で開示される実施
形態に限定されるものではなく、互いに異なる様々な形態で具現されることができ、単に
本実施形態は、本発明の開示が完全になるようにして、本発明が属する技術分野における
通常の知識を有する者に発明の範疇を完全に知らせるために提供されるものであり、本発
明は、請求項の範疇によって定義されるだけである。明細書全体にわたって同一の参照符
号は、同一の構成要素を指す。
【００２４】
　「第１」または「第２」などが、様々な構成要素を記述するために使用されるが、この
ような構成要素は、前記のような用語によって制限されるものではない。前記のような用
語は、単に１つの構成要素を他の構成要素と区別するために使用されることができる。し
たがって、以下に言及される第１構成要素は、本発明の技術的思想内で第２構成要素であ
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ることもできる。
【００２５】
　本明細書で使用される用語は、実施形態を説明するためのものであって、本発明を制限
しようとするものではない。本明細書において、単数形は、文句で特に言及しない限り、
複数形も含む。明細書で使用される「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」または「含んでいる
（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は、言及された構成要素または段階が１つ以上の他の構成要
素または段階の存在または追加を排除しないという意味を内包する。
【００２６】
　別途の定義がなければ、本明細書で使用されるすべての用語は、本発明が属する技術分
野において、通常の知識を有する者に共通的に理解され得る意味で解釈されることができ
る。また、一般的に使用される辞書に定義されている用語は、明白に特別に定義されてい
ない限り、理想的または過度に解釈されない。
【００２７】
　図１は、本発明の実施形態に係るサーバが動作するサーバシステムの環境を示すネット
ワーク構成図である。図１を参照すると、サーバシステムの環境は、サーバ１００及び複
数の端末機２１０～２９０を含むことができる。
【００２８】
　サーバ１００は、複数の端末機２１０～２９０の間を連結する仲介装置（ｍｅｄｉａｔ
ｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ）で有り得る。サーバ１００は、複数の端末機２１０～２９０の間
でデータを送受信することができるように仲介サービスを提供することができる。サーバ
１００及び複数の端末機２１０～２９０は、通信網と連結されることができる。サーバ１
００は、通信網によって複数の端末機２１０～２９０にデータを送信したり、データを受
信することができる。
【００２９】
　通信網は、有線通信網、無線通信網及び複合通信網のうちの１つとして具現されること
ができる。例えば、通信網は、３Ｇ、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
）、及びＬＴＥ－Ａなどのような移動通信網を含むことができる。通信網は、ワイファイ
（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎ
ｉｓａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、またはイーサネット（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）などのような有線ま
たは無線通信網を含むことができる。
【００３０】
　通信網は、磁気セキュア送信（ＭＳＴ,Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｓｅｃｕｒｅ　Ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ）、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ジグビー
（ＺｉｇＢｅｅ（登録商標））、Ｚ－Ｗａｖｅ、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標））、低電力ブルートゥース（ＢＬＥ,Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒ
ｇｙ）、または赤外線通信（ＩＲ、ＩｎｆｒａＲｅｄ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）な
どのような近距離通信網を含むことができる。通信網は、近距離ネットワーク（ＬＡＮ,
Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、メトロポリタン・エリア・ネットワーク（Ｍ
ＡＮ,Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、またはワイド・エリア
・ネットワーク（ＷＡＮ,Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）などを含むことができ
る。
【００３１】
　サーバ１００は、複数の端末機２１０～２９０のそれぞれからプロフィール情報を受信
することができる。プロフィール情報は、複数の端末機２１０～２９０のそれぞれの使用
者の写真、趣味情報、ニックネーム（ｎｉｃｋｎａｍｅ）情報、身長情報、生年月日情報
、性別情報、居住地域情報、学校情報及び前記映像のうちの少なくとも１つ以上を含むこ
とができる。
【００３２】
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　サーバ１００は、第１性別の使用者に第２性別の使用者のプロフィール情報を提供する
ことができる。逆に、サーバ１００は、第２性別の使用者に第１性別の使用者のプロフィ
ール情報を提供することができる。
【００３３】
　複数の端末機２１０～２９０のそれぞれは、サーバ１００を媒介として連結されること
ができる。本発明の説明の便宜のために、図１では５つの端末機が示されているが、端末
機の数は５つに限定されない。
【００３４】
　複数の端末機２１０～２９０は、それぞれデスクトップコンピュータ、ラップトップコ
ンピュータ、スマートフォン、スマートタブレット、スマートウォッチ、移動端末、デジ
タルカメラ、ウェアラブルデバイス（ｗｅａｒａｂｌｅ　ｄｅｖｉｃｅ）、または携帯用
電子機器のうちの１つとして具現されることができる。複数の端末機２１０～２９０は、
プログラムまたはアプリケーションを実行することができる。いくつかの実施形態として
、複数の端末機２１０～２９０は、仲介サービスの提供を受けることができるアプリケー
ションを実行することができる。
【００３５】
　いくつかの実施形態として、第１端末機２１０がアプリケーションを実行する場合、第
１端末機２１０は、サーバ１００から第２端末機２３０～２９０の使用者のうち、一部の
使用者のプロフィール情報を受信することができる。一部の使用者は、第１端末機２１０
の使用者と性別が異なり得る。
【００３６】
　すなわち、第１端末機２１０の使用者は、第２端末機２３０～２９０の使用者のうち、
一部の使用者のプロフィールの提供を受けることができ、通信を行うことができる。この
ような仲介サービスを介して、第１端末機２１０の使用者の人間関係が拡張することがで
きる。
【００３７】
　図２は、本発明の実施形態に係る端末機の構成を示すブロック図である。図２を参照す
ると、第１端末機２１０は、入出力インターフェース２１１、ディスプレイ２１２、メモ
リー２１３、通信インターフェース２１４、及びプロセッサ２１５を含むことができる。
図１に示された第２～第５端末機２３０～２９０のそれぞれは、第１端末機２１０と類似
または同一に具現されることができる。
【００３８】
　入出力インターフェース２１１は、外部から信号を受信することができる。入出力イン
ターフェース２１１は、第１端末機２１０の使用者から信号を受信することができる。ま
た、入出力インターフェース２１１は、外部装置から信号を受信することができる。入出
力インターフェース２１１は、例えば、マイク、カメラ、キーボード、マウス、トラック
ボール、タッチスクリーン、ボタン、スイッチ、センサー、ネットワークインターフェー
ス、またはその他の入力装置などを含むことができる。入出力インターフェース２１１は
、入出力インターフェース２１１に含まれたマイクを介して外部から音声を受信すること
ができる。
【００３９】
　また、入出力インターフェース２１１は、入出力インターフェース２１１に含まれたカ
メラ（図示せず）から撮影されたイメージまたは映像を受信したり、第１端末機２１０の
使用者からジェスチャーを受信することができる。
【００４０】
　入出力インターフェース２１１は、ディスプレイ２１２を含むことができる。例えば、
ディスプレイ２１２は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、Ｏ
ＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）、またはＰＤＰ
（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）などの平板表示装置を含むことができる
。ディスプレイ２１２は、曲面ディスプレイまたはフレキシブルディスプレイ（ｆｌｅｘ
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ｉｂｌｅ　ｄｉｓｐｌａｙ）を含むことができる。ディスプレイ２１２は、タッチスクリ
ーンを含むことができる。ディスプレイ２１２がタッチスクリーンを含む場合、ディスプ
レイ２１２は、第１端末機２１０の使用者からタッチ入力を受信することができる。
【００４１】
　ディスプレイ２１２は、データを表示することができる。または、ディスプレイ２１２
は、プロセッサ２１５によって行われた演算結果を表示することができる。または、ディ
スプレイ２１２は、メモリー２１３に保存されたデータを表示することができる。ディス
プレイ２１２は、入出力インターフェース２１１を介して受信されるデータまたは通信イ
ンターフェース２１４によって受信されたデータを表示することができる。
【００４２】
　いくつかの実施形態として、第１端末機２１０で仲介サービスを提供するアプリケーシ
ョンが実行される場合、ディスプレイ２１２は、サーバ１００から受信された複数のプロ
フィール情報を出力することができる。ディスプレイ２１２は、複数のプロフィール情報
を順次的に出力することができる。
【００４３】
　ディスプレイ２１２は、順次的に表示される複数のプロフィール情報のそれぞれについ
ての使用者からの特定の入力を受信することができる。例えば、特定の入力は、複数のプ
ロフィール情報のそれぞれに対応する端末機の使用者に対する好感を表す入力であること
ができる。または、特定の入力は、表示されるプロフィール情報に対して好感を表さず、
他のプロフィール情報を知るためにパスする入力であることができる。
【００４４】
　いくつかの実施形態として、第１端末機２１０で仲介サービスが実行される場合、入出
力インターフェース２１１は、第１端末機２１０の使用者から受信されたプロフィール情
報または使用者入力を受信することができる。例えば、使用者のプロフィール情報は、第
１端末機２１０の使用者の写真、趣味情報、性別情報、国家情報または年齢情報のうちの
少なくとも１つを含むことができる。また、使用者のプロフィール情報は、使用者によっ
て撮影されたビデオをさらに含むことができる。そして、使用者入力は、第１端末機２１
０の使用者から受信されるタッチ入力であることができる。
【００４５】
　メモリー２１３は、データを保存することができる。メモリー２１３は、入出力インタ
ーフェース２１１から受信された音声データ、イメージデータまたは使用者のプロフィー
ル情報を保存することができる。そして、メモリー２１３は、プロセッサ２１５によって
行われた演算結果を保存することができる。例えば、メモリー２１３は、プロセッサ２１
５によってエンコーディングされた音声を保存することができる。メモリー２１３は、通
信インターフェース２１４によって外部に出力するデータを保存したり、通信インターフ
ェース２１４を介して外部から受信されたデータを保存することができる。
【００４６】
　メモリー２１３は、ソフトウェアまたはプログラムを保存することができる。例えば、
メモリー２１３は、アプリケーション、アプリケーション・プログラミング・インターフ
ェース（ＡＰＩ）などのようなプログラム及び様々な種類のデータを保存することができ
る。メモリー２１３は、プロセッサ２１５によって実行可能な命令語を保存することがで
きる。
【００４７】
　メモリー２１３は、揮発性メモリーまたは不揮発性メモリーのうちの少なくとも１つを
含むことができる。メモリー２１３は、例えば、フラッシュメモリー、ＲＯＭ、ＲＡＭ、
ＥＥＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ハードディスクドライブ、またはレジスターの
うちの少なくとも１つを含むことができる。メモリー２１３は、例えば、ファイルシステ
ム、データベース、またはエンベデッドデータベースなどを含むことができる。
【００４８】
　通信インターフェース２１４は、第１端末機２１０の外部にデータを出力したり、外部
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からデータを受信することができる。通信インターフェース２１４は、サーバ１００また
は外部装置にデータを出力することができる。通信インターフェース２１４は、サーバ１
００及び外部装置からデータを受信することができる。通信インターフェース２１４は、
プロセッサ２１５によって行われた演算結果を外部に出力することができる。
【００４９】
　いくつかの実施形態として、ディスプレイ２１２に複数のプロフィール情報のそれぞれ
に対応する端末機の使用者に対する好感を表す入力が受信される場合、通信インターフェ
ース２１４は、好感信号を出力することができる。または、ディスプレイ２１２に表示さ
れるプロフィール情報に対して好感を表せず、他のプロフィール情報を知るためにパスす
る入力が受信される場合、通信インターフェース２１４は、パス信号を出力することがで
きる。
【００５０】
　通信インターフェース２１４は、例えば、３Ｇモジュール、ＬＴＥモジュール、ＬＴＥ
－Ａモジュール、Ｗｉ－Ｆｉモジュール、ワイギグ（ＷｉＧｉｇ）モジュール、ＵＷＢ（
Ｕｌｔｒａ　Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ）モジュール、またはＬＡＮカードなどのような遠距離
用のネットワークインターフェースを含むことができる。また、通信インターフェース２
１４は、磁気セキュア送信 磁気セキュア出力（ＭＳＴ）モジュール、ブルートゥースモ
ジュール、ＮＦＣモジュール、ＲＦＩＤモジュール、ジグビー（ＺｉｇＢｅｅ）モジュー
ル、Ｚ－Ｗａｖｅモジュール、または赤外線モジュールなどのような近距離用のネットワ
ークインターフェースを含むことができる。また、通信インターフェース２１４は、その
他ネットワークインターフェースを含むことができる。
【００５１】
　いくつかの実施形態として、通信インターフェース２１４は、サーバ１００から複数の
プロフィール情報を受信することができる。複数のプロフィール情報は、サーバ１００の
特定の基準に基づいて選択された情報であることができる。いくつかの実施形態として、
複数のプロフィール情報は、第１端末機２１０の使用者と同じ特徴を有する使用者とのマ
ッチ履歴に基づいて選択された使用者のプロフィール情報であることができる。複数のプ
ロフィール情報は、図３～図７に基づいて説明された方法で選択されることができる。
【００５２】
　プロセッサ２１５またはプロセッサ２１５に含まれた構成要素のそれぞれは、ソフトウ
ェアやハードウェア形態で具現されることができる。例示的には、ソフトウェアは、機械
コード、ファームウェアコード、エンベデッドコード、及びアプリケーションなどのよう
なプログラム実行コマンドで具現されることができる。ハードウェアは、電気電子回路、
プロセッサ、コンピュータ、圧力センサー、慣性センサー、ＭＥＭＳ、受動素子、または
それの組み合わせであることができる。
【００５３】
　プロセッサ２１５は、第１端末機２１０の動作を制御することができる。プロセッサ２
１５は、第１端末機２１０に含まれたそれぞれの構成要素と互いに連結されることができ
、第１端末機２１０に含まれたそれぞれの構成要素の動作を制御することができる。プロ
セッサ２１５は、入出力インターフェース２１１によって受信された信号に対する応答と
して、第１端末機２１０の動作を制御することができる。
【００５４】
　いくつかの実施形態として、プロセッサ２１５は、複数のプロフィール情報がディスプ
レイによって表示される順序を決定することができる。いくつかの実施形態として、プロ
セッサ２１５は、第１端末機２１０の使用者と同じ特徴を有する使用者と相互好感信号を
やりとりする履歴に基づいて使用者のプロフィール情報が表示されるようにディスプレイ
２１２を制御することができる。
【００５５】
　複数のプロフィール情報をディスプレイ２１２に表示する方法は、前述された実施形態
に限定されない。プロセッサ２１５は、様々な順序の組み合わせで複数のプロフィール情
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報がディスプレイ２１２に表示されるように制御することができる。
【００５６】
　図３は、本発明の実施形態に係る相手方のプロフィール情報を端末機にディスプレイす
る方法を示す図である。
【００５７】
　第１端末機２１０のディスプレイ２１２の一部領域に複数のプロフィール情報のうち第
１プロフィール情報１０が表示されることができる。第１プロフィール情報１０は、複数
の端末機２３０～２９０のうち、第１端末機２１０を除いた残りの端末機のうちの１つか
ら提供されることができる。
【００５８】
　いくつかの実施形態として、第１プロフィール情報１０は、第２端末機２３０から提供
されたものと仮定することができる。また、第２端末機２３０の使用者は、第１端末機２
１０の使用者と異なる性別であり得る。例えば、第１端末機２１０の使用者が第１性別（
例えば、女性）である場合、第２端末機２３０の使用者は、第２性別（例えば、男性）で
あり得る。
【００５９】
　いくつかの実施形態として、第１プロフィール情報１０は、第２端末機２３０の使用者
が指定したイメージまたは映像のうちの少なくとも１つを含むことができる。例えば、第
１プロフィール情報１０は、第２端末機２３０の使用者の顔を含むイメージまたは映像を
含むことができる。
【００６０】
　いくつかの実施形態として、第１端末機２１０のディスプレイ２１２には、好感アイコ
ン１１及びパスアイコン１２が表示されることができる。第１端末機２１０の使用者は、
第１プロフィール情報１０に基づいて好感アイコン１１及びパスアイコン１２のうちの１
つを選択することができる。
【００６１】
　第１端末機２１０の使用者が第１プロフィール情報１０を提供した使用者と一対一通信
をしたい場合、好感アイコン１１を選択することができる。逆に、第１端末機２１０の使
用者が第１プロフィール情報１０を提供した使用者と一対一通信をしたくない場合、パス
アイコン１２を選択することができる。
【００６２】
　第１端末機２１０に好感アイコン１１をタッチする入力が受信される場合、好感信号が
生成され、生成された好感信号は、サーバ１００または第２端末機２３０に送信されるこ
とができる。
【００６３】
　いくつかの実施形態として、第１端末機２１０で好感信号が生成される前に、第１端末
機２１０またはサーバ１００は、第２端末機２３０から第１端末機２１０の使用者のプロ
フィール情報に基づいて生成された好感信号を受信することができる。もし、第２端末機
２３０から好感信号を受信した以後に、第１端末機２１０が第２端末機２３０から提供さ
れた第１プロフィール情報１０に基づいて好感信号を生成する場合、第１端末機２１０及
び第２端末機２３０はマッチ（ｍａｔｃｈ）することができる。
【００６４】
　図４は、本発明の実施形態に係る端末機の映像通話待機画面を示す図である。
【００６５】
　図３及び図４を参照すると、第１端末機２１０及び第２端末機２３０がマッチすると、
第１端末機２１０は、第２端末機２３０に映像通話の発信を試みることができる。映像通
話待機時間の間に、第１端末機２１０のディスプレイ２１２は、第１プロフィール情報１
０を表示することができる。
【００６６】
　既存には、映像通話待機時間の間に発信端末機には、発信端末機のカメラで撮影される
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映像が表示された。一方、本発明の実施形態に係る第１端末機２１０は、映像通話待機時
間の間に受信側端末機（例えば、第２端末機２３０）が提供した第１プロフィール情報１
０を表示することによって、待機時間をより効率的に使用することができる。
【００６７】
　また、第１端末機２１０のディスプレイ２１２は、残りの待機時間を表示することがで
きる。例えば、映像通話待機時間が１０秒である場合、第１端末機２１０のディスプレイ
２１２は、「１０」から「１」まで順次的にカウントされる画面を表示することができる
。待機時間が終了する前に、第２端末機２３０の使用者が映像通話を受信する場合、第１
端末機２１０及び第２端末機２３０の間に映像通話セッションが成立し、第１端末機２１
０のディスプレイ２１２は、第２端末機２３０から受信される映像が表示されることがで
きる。
【００６８】
　もし、待機時間が終了するまで、第２端末機２３０の使用者が映像通話を受信しなかっ
た場合、第１端末機２１０及び第２端末機２３０の間に映像通話セッションが成立し得な
い。
【００６９】
　図５は、本発明の他の実施形態に係る端末機の映像通話待機画面を示す図である。
【００７０】
　図４及び図５を参照すると、第１端末機２１０及び第２端末機２３０がマッチすると、
第２端末機２３０は、第１端末機２１０から映像通話を受信することができる。映像通話
待機時間の間に、第２端末機２３０のディスプレイ２３１は、映像通話お知らせメッセー
ジ２０を表示することができる。
【００７１】
　映像通話お知らせメッセージ２０は、通話待機時間の間に表示されることができる。第
２端末機２３０の使用者は、通話待機時間の間に映像通話お知らせメッセージ２０によっ
て映像通話の承諾または拒否を選択することができる。
【００７２】
　図６は、本発明の実施形態に係る映像通話が成立していないとき、端末機に表示される
画面を示す図である。
【００７３】
　図４及び図６を参照すると、待機時間が終了するまで第２端末機２３０の使用者が映像
通話を受信しなかった場合、第１端末機２１０及び第２端末機２３０の間に映像通話セッ
ションが成立し得ない。また、待機時間の間に第２端末機２３０の使用者が映像通話の受
信を拒否することができる。
【００７４】
　このように、第１端末機２１０及び第２端末機２３０の間に映像通話セッションが成立
していないと、第１端末機２１０の使用者が第２端末機２３０にメッセージを送ることが
できるように、メッセージウィンドウ１８が表示されることができる。第１端末機２１０
のディスプレイ２１２にメッセージウィンドウ１８が表示されることによって、映像通話
セッションが成立していなくても、第１端末機２１０の使用者及び第２端末機２３０の使
用者の間に対話が自然に誘導されることができる。
【００７５】
　図７は、本発明の実施形態に係る端末機の動作方法を示すフローチャートである。
【００７６】
　Ｓ１１０段階において、第１端末機２１０で仲介サービスを提供するアプリケーション
が実行される場合、第１端末機２１０は、複数のプロフィール情報を受信することができ
る。例えば、第１端末機２１０の使用者が第１性別であれば、第１端末機２１０は、第２
性別の使用者についての複数のプロフィール情報を受信することができる。第１端末機２
１０は、受信された複数のプロフィール情報を順次的に出力することができる。
【００７７】
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　Ｓ１２０段階において、第１端末機２１０は、複数のプロフィール情報のうち特定のプ
ロフィール情報に基づいて好感信号を送信することができる。第１端末機２１０の使用者
が特定のプロフィール情報を提供した使用者と一対一通信をしたい場合、ディスプレイ２
１２に表示された好感アイコン１１を選択することができる。
【００７８】
　第１端末機２１０の使用者が好感アイコン１１を選択すると、好感信号が生成され、生
成された好感信号は、サーバ１００または特定のプロフィール情報を提供した端末機に送
信されることができる。
【００７９】
　Ｓ１３０段階において、特定のプロフィール情報を提供した端末機から好感信号を受信
した履歴があるか確認することができる。第１端末機２１０で好感信号が生成される前に
、第１端末機２１０またはサーバ１００は、特定のプロフィール情報を提供した端末機か
ら第１端末機２１０の使用者のプロフィール情報に基づいて好感信号が生成されたかを確
認することができる。
【００８０】
　Ｓ１４０段階において、確認結果に応じて第１端末機２１０は、特定のプロフィール情
報を提供した端末機で映像通話発信を試みることができる。
【００８１】
　もし、特定のプロフィール情報を提供した端末機から好感信号を受信した以後に、第１
端末機２１０が特定のプロフィール情報に基づいて好感信号を生成する場合、第１端末機
２１０及び特定のプロフィール情報を提供した端末機は、マッチすることができる。
【００８２】
　第１端末機２１０及び特定のプロフィール情報を提供した端末機がマッチすると、第１
端末機２１０は、特定のプロフィール情報を提供した端末機に映像通話の発信を試みるこ
とができる。
【００８３】
　映像通話待機時間の間に、第１端末機２１０のディスプレイ２１２は、特定のプロフィ
ール情報を表示することができる。既存には、映像通話待機時間の間に発信端末機には、
発信端末機のカメラで撮影される映像が表示された。一方、本発明の実施形態に係る第１
端末機２１０は、映像通話待機時間の間に受信側端末機（例えば、特定のプロフィール情
報を提供した端末機）が提供した特定のプロフィール情報を表示することによって、待機
時間をより効率的に使用することができる。
【００８４】
　また、第１端末機２１０のディスプレイ２１２は、残りの時間を表示することができる
。例えば、映像通話待機時間が１０秒である場合、第１端末機２１０のディスプレイ２１
２は、「１０」から「１」まで順次的にカウントダウン（ｃｏｕｎｔｄｏｗｎ）する画面
を表示することができる。待機時間が終了する前に、特定のプロフィール情報を提供した
端末機の使用者が映像通話を受信する場合、第１端末機２１０及び特定のプロフィール情
報を提供した端末機の間に映像通話セッションが成立することができる。
【００８５】
　もし、待機時間が終了するまで、特定のプロフィール情報を提供した端末機の使用者が
映像通話を受信しなかったり、特定のプロフィール情報を提供した端末機が映像通話の受
信を拒否した場合、第１端末機２１０及び特定のプロフィール情報を提供した端末機の間
に映像通話セッションが成立し得ない。
【００８６】
　第１端末機２１０及び特定のプロフィール情報を提供した端末機の間に映像通話セッシ
ョンが成立してと、第１端末機２１０の使用者が特定のプロフィール情報を提供した端末
機にメッセージを送ることができるように、メッセージウィンドウ１８が表示されること
ができる。第１端末機２１０のディスプレイ２１２にメッセージウィンドウ１８が表示さ
れることによって、映像通話セッションが成立していなくても、第１端末機２１０の使用
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ことができる。
【００８７】
　図１～図７を参照して説明したように、本発明の実施形態に係る複数の端末機２１０～
２９０の使用者は、効果的に互いにマッチすることができる。また、本発明の実施形態に
よると、仲介サービスを介して複数の端末機２１０～２９０の使用者は、人間関係を拡張
することができる。
【００８８】
　以上で説明された実施形態は、コンピュータによって実行されるプログラムモジュール
のようなコンピュータによって実行可能な命令語を含む記録媒体の形態でも具現されるこ
とができる。コンピュータ判読可能媒体は、コンピュータによってアクセスされることが
できる任意の使用可能媒体であることができ、揮発性及び不揮発性媒体、分離型及び非分
離型媒体をすべて含むことができる。
【００８９】
　また、コンピュータ判読可能媒体は、コンピュータ保存媒体または通信媒体を含むこと
ができる。コンピュータ保存媒体は、コンピュータ判読可能命令語、データ構造、プログ
ラムモジュールまたはその他のデータのような情報の保存のための任意の方法または技術
で具現された揮発性及び不揮発性、分離型及び非分離型媒体をすべて含むことができる。
通信媒体は、典型的にコンピュータ判読可能命令語、データ構造、プログラムモジュール
、または搬送波のような変調したデータ信号のその他のデータ、またはその他の送信メカ
ニズムを含み、任意の情報伝達媒体を含むことができる。
【００９０】
　以上、添付された図面を参照して、本発明の実施形態を説明したが、本発明が属する技
術分野における通常の知識を有する者は、本発明がその技術的思想や必須の特徴を変更す
ることなく、他の具体的な形態で実施できるということを理解できるはずである。したが
って、以上で記述した実施形態は、すべての面で例示的なものであり、限定的でないもの
として理解しなければならない。
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